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—　例言　—

　
　●本冊子は、下関市立考古博物館で令和３年７月 31 日（土）から９月

　　26 日（日）まで開催の発掘速報展「掘ったほ！下関 2021」の展示内

　　容をまとめたものです。

　

　●発掘速報展の基本的な内容については、遺跡ごとに調査担当者が作

　　成したものを速報展担当者がまとめました。

　　速報展は、遺跡調査の最新情報をお届けする展覧会となります。

　　内容につきましては現時点での成果となり、今後の整理作業などに

　　よっては、新たな知見が得られる可能性もあります。

　●遺跡の調査成果と併せて、今回の速報展では考古博物館の調査研究

　　報告としまして、考古資料の三次元データ化についても紹介してお

　　ります。取り組み始めて間も無い状況で、まだまだ課題が多くあり

　　ますが、今後さらに取り組みを進めていきますので、ぜひご期待く

　　ださい。

　●展示担当者：中山　元智（考古博物館学芸員）

　●各遺跡担当者は、以下のとおりです。

　　①長門国府跡・長門国分寺跡：藤原　彰久（文化財保護課主任）

　　②小野地区：中原　周一（文化財保護課主任）

　　③上げ安岡遺跡：松永　博明・中原　周一（文化財保護課主任）

　　④安岡長久遺跡：松永　博明（文化財保護課主任）

　　⑤住吉神社遺跡：中原　周一（文化財保護課主任）

　　⑥有冨中尾遺跡：阿南　翔悟（文化財保護課副主任）

　　　　　　　　　　　



①長門国府跡・長門国分寺跡

②小野地区

③上げ安岡遺跡

④安岡長久遺跡

⑤住吉神社遺跡

⑥有冨中尾遺跡

響灘

瀬戸内海

展示遺跡位置図



　　　　　　　　

—　対象遺跡　—

　① 長門国府跡・長門国分寺跡
       ☞長門国府や長門国分寺が造営前の長府の姿とは ⁉

　　　     古代から現在までの土地利用の変遷を紹介 ‼

　② 大字小野地区「カツヤマクズレ」伝承地

　　  ☞カツヤマクズレと伝承される構造物の実態とは ⁉

  ③ 上げ安岡遺跡

　　　 ☞工事立会で大規模な中世の集落を確認 ‼

  ④ 安岡長久遺跡

　　　 ☞下関園芸センター敷地内で発見された遺跡を紹介 ‼

　 ⑤ 住吉神社遺跡

　　　 ☞長門一宮「住吉神社」周辺で、約 2,000 年前頃に生活して

             いた人々の様子が明らかに ⁉

　⑥有冨中尾遺跡　

 　　☞令和２年度に刊行された発掘調査報告書の整理作業で、より

　　　　明らかになった遺跡の姿を紹介 ‼
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図１：調査対象地　位置図
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地理院地図 Vector を加工して作成

●位置と環境

   調査対象地は、「長門国府跡」の西北部、

「長門国分寺跡」の寺域復元域の北側隣

接地に位置し、対象地の地形は北東方向

に延びる亀の甲台地の西側、逢坂川（国

分寺川）が形成する低地部となります。

　対象地の堆積状況は大まかに、逢坂川

や西側の丘陵部の小規模な谷から流れ込

んだ砂礫や粘土、シルト、砂からなる流

路状の自然堆積層（Ⅴ～Ⅷ層）、低地性

の堆積層（Ⅳ層）、耕地化に伴う造成層（Ⅲ

層）、耕土（Ⅱ層）、昭和 35 年頃の現在

の景観に係る造成層（Ⅰ層）となります。

　試掘溝２のⅦ層では、周囲から流れ込

んだとみられる深鉢や浅鉢など、縄文時

代終わり頃の土器が出土しました。

　Ⅵ層からは、試掘溝１で土師器の坏や

甕、平瓦片など平安時代頃の遺物が若干

出土し、また試掘溝５では杭を検出した

ことから、部分的な土地利用の痕跡が確

認できました。

　Ⅴ層は木質の堆積が顕著で、特に試掘
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●遺構と遺物
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図１：調査対象地位置図

図２：試掘溝配置図

写真１：試掘溝２ 堆積層序
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溝２ではサクラやマツなどの大量の枝

と、木葉やドングリ、マツなどの種子

が出土し、流路の停滞部に自然遺物が

大量に堆積した状況と想定されます。

　また、Ⅴ層では土師器や須恵器、瓦

などのほか、杭や木簡状木製品、籌木

状木製品など、平安時代から鎌倉時代

頃の遺物が出土しました。

　Ⅳ層は中世の遺物を含む低地性の堆

積層で、上面で杭や柱痕を検出し、流

路状の堆積層（Ⅴ層～Ⅷ層）が埋没し

た室町時代以降、耕地としての土地利

用が進んだ状況が見られます。

●調査の結果

　調査対象地の旧地形は、逢坂川や西側丘陵部の小規模な谷の流路内

と見られ、古代以降に流路の埋没に合わせて、段階的に耕地として土

地利用が進んでいったと考えられます。対象地東側の「長門国府跡（紺

屋尻地区）」の発掘調査で、平安時代の東西方向に走る溝状遺構１条と、

その南側から北西ー南東方向の中世の杭列が確認されており、今回の

調査で検出した杭や柱痕などもこれらと関連する遺構の可能性が考え

られます。承応年間（1652 ～ 1655）の『長府図』では、対象地付

近は田として表記され、耕地としての利用が絵図からも確認できます。

また、出土遺物や採集遺物からは、対象地南側の亀の甲台地周辺部に、

縄文時代晩期の終わり頃から弥生時代前期の初め頃の集落遺構の分布

が想定され、新たな知見を得ることもできました。
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写真２：試掘溝２ 柱痕確認状況
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② 大字小野地区「カツヤマクズレ」伝承地

●位置と環境

　調査対象地は、綾羅木川上流域に位置

しています。西側の通称老僧山の裾部が

東側に大きく張り出した影響で、綾羅木

川の流路が湾曲し、綾羅木川上流から河

川作用で運搬された石や礫が、調査対象

地周辺で顕著に確認できます。

　調査対象範囲は周囲より一段高く、や

や崩れた方形に区画され、中央に石を集

積した構造物を中心に調査を実施しまし

た。構造物は、勝山地区で散発的に確認

される戦国時代の山城「勝山城」や「青

山城」に由来する犠牲者の墓として、地

元住民に「カツヤマクズレ」と伝承が残

るものと類似しています。

地理院地図 Vector を加工して作成
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図１：調査対象地　位置図

●遺構と遺物

　石や礫などと一緒に江戸時代末頃の陶

磁器や素焼きの土器（かわらけ）、現代

のビニル片などが出土しました。

　また、構造物の下で、河川の運搬作用

によって周囲に堆積した土壌の一部か

ら、中世の土師器を発見しました。
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図１：調査対象地位置図

写真１：調査対象地（遠景）

図２：試掘溝配置図



●調査の結果

　構造物は、江戸時代末頃からお祀りされていた可能性はありますが、

近年の工事などによって、改変されたと考えられます。ただし、対象

地周辺で大規模な工事が行われた履歴は確認していないため、構造物

の形成時期は、さらに検討が必要です。

　また、構造物は「カツヤマクズレ」とただし、構造物より下層にお

いて中世の土師器が出土するため、元々「カツヤマクズレ」に関連す

るものが存在し、江戸時代末頃に改められた可能性も考えられます。
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③ 上げ安岡遺跡

●位置と環境

　この遺跡は、鬼ヶ城山地の麓から西に

向かって、緩やかに延びる洪積台地の南

斜面に立地し、台地の南方には、安岡地

区を西流する友田川によって形成された

平野が広がっています。

　この遺跡で過去に実施した発掘調査で

は、縄文時代から江戸時代までの集落跡

が発見されており、今回の調査でも同様

の状況が予想できました。

　調査は、遺跡内の少し離れた２ヶ所で、

異なる時期に確認調査と工事立会を実施

しています。そのため、それぞれの調査

ごとに紹介していきます。

（確認調査）

　調査対象地は、遺跡の西端に位置し、

中世から近現代の遺構が僅かながら残存

することが明らかとなりました。

●遺構と遺物

　試掘坑Ｃでは、中世の土師器や滑石製品が出土しました。滑石製品

は、容器状の製品に穿孔するなどの二次加工をしたと考えられますが、

用途については不明です。
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図２：確認調査試掘坑配置図

  あ         やすおか



　試掘坑Ａでは、近代の桟瓦を多量に含

む溝跡を発見しました。この溝跡は、床

面に砂利が敷き詰められていることか

ら、暗渠と考えられます。

　対象地は、調査前まで畑地として利用

されていましたが、暗渠の存在は、近世

から近代以降に畑地として土地利用され

た状況を示すものと考えられます。

●確認調査の結果

　近代の田畑開発が現在の土地景観を形

作り、その際に中世の生活痕跡も削られ

た可能性が高いと考えられます。各地区

の表層土から出土する一定数の中世遺物

からも、中世の遺跡が削平された状況が

想定されます。

　また、調査では弥生土器や古代の須恵

器などの遺物も出土していますが、数が

少量で関連する遺構も認められなかった

ため、対象地付近は中世以前の土地利用

が希薄で、加えて近代頃に中世遺構と共

に削られたと考えられます。

　そのほかにも、時期は不明ですが、漁

に使用する土錘がまとまって出土したこ

とは、対象地にあった集落の生業を示す

ものとして注目されます。
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写真１：暗渠　近代瓦検出状況
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写真３：中世の遺構　確認状況



（工事立会）

　調査対象地は、遺跡の中央部に位置し、

西側は旧来の集落で、東側は水田や畑地

として広く開墾されています。

●遺構と遺物

　調査対象地では、総数 380 の集落関

連遺構を確認しました。時期は、いくつ

か古代に遡るとみられますが、ほとんど
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図３：調査対象地　調査区（試掘溝）配置図が中世頃と考えられます。

　遺構面南辺の東西溝は、集落の南限を区画し、中央部の南北溝は宅

地間に掘られた排水用と考えられます。井戸２ヶ所の内１ヶ所は埋土

に円礫を含むことから石組みと想定されます。

　柱穴の大半は、直径 30cm 以下、深さ 30cm を超える規模で、柱

を受けるための小型の礫が遺る状態の柱穴も確認しました。
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図３：工事立会　実施範囲

図４：工事立会調査範囲　遺構分布状況



　出土遺物は、中世の土師器や瓦質土器

が最も多く、白磁や青磁などの輸入陶磁

器なども含まれます。また、弥生土器や

黒曜石、古代の土師器や須恵器、近世の

国産陶磁器類など幅広い時代の遺物が出

土しました。

●工事立会の結果

　中世の土器と遺構を多数検出したこと

から、対象地一帯は比較的大規模な中世

集落が存在したと考えられます。柱穴か

ら建物を復元することは困難でしたが、

南面する地形や東西方向と南北方向の溝

から勘案し、建物は東西方向の配置と想

定できます。また、焼成窯の壁土に似た

粘土小塊や鉄滓を発見したことから、集

落内で鍛冶が営まれた可能性も考えられ

ます。

　幅広い時代の遺物が出土している点か

ら、調査対象地では、友田川によって形

成された低地部に水田が開発され、その

水田を生産基盤とした集落が弥生時代以

降、脈々と引き継がれてきたと考えられ

ます。
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写真４：遺構分布状況（航空写真）

写真５：遺構分布状況

写真６：瓦質土器 甕 出土状況

写真７：井戸　掘り込み状況



④　安岡長久遺跡

●位置と環境

　調査対象地は、下関市園芸センター

敷地内の通称官林山と呼ばれる、標高

33．3 ｍの丘陵西側に位置しています。

　官林山の山頂付近では、古墳時代の石

棺が発見されており、周辺の平野部では

「神田遺跡」や「潮待貝塚」などの縄文

時代の遺跡が確認されています。

●遺構と遺物

　調査対象地では、柱穴や小土坑などを

発見しました。特に試掘溝３の北向きの

緩斜面で、柱穴三六個を確認しています。

　出土遺物は、古代から中世の土師器と

須恵器が最も多く、平安時代の緑釉陶器、

青磁や白磁などの中世の輸入陶磁器も確

認しています。

潮待貝塚

神田遺跡

安岡胡麻田遺跡

安岡長久遺跡

官林山古墳

地理院地図 Vector を加工して作成

友田川

県道 247 号線（安岡港長府線）

県道
244 号線（下関川棚線）

下関市立安岡小学校

調査対象地

下関市立安岡中学校

山口県立下関工科高等学校

山口県立下関総合支援学校

図１：調査対象地　位置図

●調査の結果

　現在の北から南へ緩やかに傾斜する地形は、旧地表にかなりの厚さ

で客土造成していたことが明らかとなりました。

　1970 年測図の地形図を参考に作成した調査成果図をみると、元々

は南北に細長い谷状地形で、両側は段丘状になっていたと考えられま

す。
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図１：調査対象地位置図

写真１：1947 年　対象地
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　谷の東側は、丘陵裾部に沿って広がる偏狭な平坦面と下位の段丘面

で中世の遺物が出土しました。一方、西側は独立した海岸段丘縁辺で、

古代から中世の遺物が出土しています。特に試掘坑 13 からの遺物量

が多く、段丘上で遺構が高密度に分布すると想定されます。

　中央の谷部は、粘土質の低地性堆積が顕著で、不安定な沼状の湿地

帯であったと推察されます。

　西側に隣接する「神田遺跡」では、縄文時代に加えて平安時代を中

心とした集落跡も確認されています。対象地の西南部は「神田遺跡」

と共通点がみられることから「神田遺跡」の集落が広がっていた可能

性が高いと推察できます。

＝標高７M（1970 年測図）

＝遺構・遺物包含層なし

＝遺物包含層あり

＝不明

＝遺物包含層分布想定範囲

＝旧地形（谷縁辺ライン）

＝遺構あり

＝遺構分布想定範囲

試掘坑 17

試掘坑 16 試掘坑 15
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試掘坑７

試掘坑６

試掘坑５

試掘坑４

試掘坑３

試掘坑２
試掘坑１

試掘溝４

試掘溝３ 試掘溝２

試掘溝１

図２：調査対象地試掘溝・試掘坑配置図
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図２：試掘溝・試掘坑　配置図



⑤　住吉神社遺跡

●位置と環境

　この遺跡は、山陽沿いに延びる山脈の

霊鷲山西側裾部に位置し、楠乃川支流が

複雑に入り組む小規模段丘に立地してい

ます。遺跡の成り立ちは弥生時代中期頃

で、その後に住吉神社を中心に存在した

と考えられます。

●遺構と遺物

　個人住宅建設に伴う調査を実施し、中

世の遺物がまとまって出土しました。

　遺物の主体は土師器で、円柱状若しく

は高い脚を付けた器（高坏）状の手づく

ね土器が特徴的なものとして挙げられま

す。

　住吉神社境内で、過去に実施した調査

でも同様の遺物が出土し、市内の他遺跡

で類例が確認されていない点から、神社

祭祀に関係する遺物と想定できます。

　また、平成 15 年度に今回の調査対象

地と同一地点で、確認調査を実施し、弥

生時代と中世の痕跡を確認しました。平

成 15 年度の調査では、調査区５ヶ所か

ら万遍なく遺物と遺構を確認しており、

楠乃馬場遺跡

住吉神社遺跡

調査対象地

国道
２号
線

中国
縦貫
自動
車道

県
道
34
号
線
（
下
関
長
門
線
）

住吉神社

霊鷲山

一宮竜王山

下関市立一の宮小学校

地理院地図 Vector を加工して作成
図１：調査対象地　位置図

試掘坑２ 試掘坑３

試掘坑１
試掘坑５

試掘坑４
令和２年度調査範囲

※試掘坑１～５は、平成15年度調査時のもの

平成15年度調査範囲

図２：調査対象範囲（調査区）　位置図

弥生土器の廃棄土坑を確認
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図１：調査対象地位置図

写真１：調査対象地（遠景）

図２：調査区　位置図
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特に南側中央付近の調査区では、弥生土

器がまとまって廃棄された穴（土坑）を

確認するなど、状態が良好な資料が出土

しました。

　弥生土器は甕と壺が主体で、特に断面

が三角形若しくは「М」字の形をした装

飾（突帯）が施されているのが特徴です。

また、器壁の厚さが薄く、精緻な点は、

北部九州一帯で発見される土器の特徴と

類似しています。

●調査の結果

　綾羅木川下流域を中心に発展した弥生
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時代前期の集落は、弥生時代中期になると分かれ、海岸からやや離れ

た丘陵の段丘面に拠点を移すことが近接する他遺跡の事例から考えら

れます。火の見山山麓に位置する「伊倉遺跡」では、山裾に広がる小

さな谷合の段丘面に集落が散在することが明らかとなっています。

　この度の調査で発見された遺物や遺構などからは、同地に定着した

小規模集落の存在が推察でき、「伊倉遺跡」と同様の状況と予測できま

す。その後、集落は存続し、住吉神社の国宝社殿再建時（1370 年）

と出土遺物は同じ頃の年代を示し、この頃が集落としても神社として

も最盛期であったことも考えられます。

写真２：弥生土器　出土状況

写真３：工事立会 遺物出土状況



⑥　有冨中尾遺跡

●位置と環境

　この遺跡は、川中地区の大字有冨に位

置し、川中平野の北に広がる丘陵の東端

にあたる尾根筋状の地形の東斜面 ( 標高

約 23 ｍ ) に分布しています。

　令和元年に宅地造成工事計画に伴う発

掘調査で新たに発見され、地名の「大字

有冨字中尾」に因んで、「有冨中尾遺跡」

と名付けられました。

●遺構と遺物

　この度の調査では、弥生時代の末頃か

ら古墳時代の初め頃の竪穴住居跡 13 棟

と、室町時代から江戸時代にかけて営ま

れた土坑墓 54 基が検出されました。

（竪穴住居跡）

　竪穴住居跡は概ね方形で、壁の内側に

溝が巡り、壁沿いにベッド状遺構とよば

れる段や土坑が掘りこまれ、中央に炉が

伴うなど、周辺遺跡で発見された同時期

の竪穴住居跡と類似する構造が確認でき

ました。

　調査対象地
（有冨中尾遺跡）県道 247 号線

綾羅
木川

山
陽
新
幹
線

県道 2
59 号線

山陽本線

新下関駅

塚の原遺跡

下有富遺跡

延行条里遺跡

秋根遺跡

八幡遺跡

図１：調査対象地　位置図
地理院地図 Vector を加工して作成

図１：調査対象地位置図

写真１：調査対象地　　航空写真

写真２：竪穴住居跡分布状況
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　また、住居内からは下関市域の伝統的

な系譜を引き継ぐ土器が多数出土したほ

か、山陰系や畿内系の壺、豊前系の器台

など、他地域との交流を窺わせる土器も

少数ながら確認しています。

（土坑墓）

　土坑墓の多くは、方形か長方形で、大

型の礫が詰まった状態で検出されまし

た。出土した金具類も踏まえると、遺体

を木棺に納め、土坑の上に墓標として礫

を積み上げて構築された土坑墓が崩れた

ものと考えられます。金具類のほかにも、

被葬者への供えものである土師器の皿や

坏、銅銭、玉類なども出土しています。

　また、土坑墓は密に重なり、一見する

と無秩序に造られたようにみえますが、

土坑墓の構築時期を整理すると、ある時

期を境に埋葬方法に規則が成立したこと

が分かりました。

写真３：竪穴住居跡（LS002）
遺物出土状況

写真４：土坑墓（LG023）
 石材出土状況

写真５：土坑墓（LG035）
 遺物・石材出土状況

写真７：土坑墓（LG044）
鉄釘・玉類出土状況

写真６：土坑墓（LG042）
遺物出土状況
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調査の結果

　今回の調査では、弥生時代の末

頃から古墳時代の初め頃の川中平

野一帯に展開する集落域の分布と

変遷の一端が明らかとなり、また

室町時代から江戸時代にかけて営

まれた土坑墓群は、周辺遺跡で確

認された集落との関連が想定でき、

中世～近世の土地景観の復元に寄

与する資料が得られました。

　川中平野一帯では、弥生時代の

末頃から古墳時代の初め頃の集落

遺構が多数検出されていますが、

古墳時代前期の中頃以降の集落遺

構は少なく、時期による集落域の

変動が窺えます。有冨中尾遺跡の

竪穴住居跡群は川中平野北側の丘

陵に展開した集落の一部とみられ、

周辺の集落と同様に拡大し、縮小

したとみられます。

  また、室町時代の末頃から江戸時

代の初め頃の川中平野北側の丘陵
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図２：土坑墓　分布図

一帯では、大規模な地形改変を伴う土地利用の変化が指摘されていま

す。しかしながら、「有冨中尾遺跡」では土坑墓以外に同時期の遺構

は確認できず、墓域としての土地利用が維持された可能性が考えられ

ます。

図２：土坑墓　分布状況

写真８：土坑墓　分布状況



下関市立考古博物館の調査研究報告

～考古資料の三次元データ化について～

①資料公開の現状・問題点

　考古博物館では、これまでに行われた市内遺跡の発掘調査などで

出土した土器などの考古資料を収蔵・展示（公開）しています。そ

れらの考古資料は、遺跡の発掘調査ごとに増加しており、日々多く

の資料が蓄積されています。　

　そのため、考古資料のすべてを一律に公開することは難しく、企

画展示などを通じてテーマに沿った収蔵品をその都度、公開してい

ます。

 ②デジタル技術の活用　

　考古資料は、下関の歴史や文化を物語るかけがえのない存在です。

そのため、少しでも多くの考古資料を広く公開することが重要とな

ります。

　また、最近の社会情勢の中で、これまで以上にデジタル技術が注

目され、近年のスマートフォンやタブレットの普及率の上昇などの

点からも、さまざまな場面でデジタル技術は活用されています。

　考古資料の公開においても、デジタル技術を駆使することで、多

くの方々に情報を届けることが期待できます。

 ③三次元データの可能性

　デジタル技術をどのように活用するべきなのかを検討した結果、

考古資料の三次元データ化を考えました。

　考古資料を三次元化することで、写真では伝えきれない多方向か



らの姿を表現し、色合いや細部の状況をリアルに表現することがで

きます。

　また、三次元データを用いて、３D プリンターで立体物を製作す

ることも可能です。この立体物（ハンズオンツール）は、触って観

察する（触察）に役立てることができます。

　博物館では、観覧車は基本的に展示物（実物）に触れることはで

きません。しかし、考古資料には触ることで分かる特徴が多くあり

ます。実際に考古資料の整理作業では、担当者が考古資料を見るだ

けでなく、触ることでも様々な特徴を把握しています。

　考古資料を三次元データ化することは、触察可能なハンズオンツー

ルの作成、映像での細部の特徴が観察できるなど、今後さまざまな

場面に活かすことができると考えられます。

 ④ SfM/MVS 技術について

　考古資料の三次元データ化にあたり、近年さまざまな取り組みや

研究が行われている「SfM/MVS」と呼ばれる技術を用いました。

● SfM（Structure from Motion）

　複数の画像から撮影位置や撮影物の三次元的な関係などを復元す

る方法のこと。

● MVS（Multi-view Stereo）

　カメラ位置などのパラメータから高密度の点群を生成する方法の

こと。

 ●実践事例紹介

～その１：写真撮影～

　撮影では、OLYMPUS 社製ミラーレスデジタルカメラ （OMD 

EM5-Mark Ⅱ）を使用しました。カメラは三脚で固定し、撮影物を

回転台に置いた状態で撮影開始です。



　１枚撮影後に回転台を少し動か

して撮影、この作業を繰り返し行

い、360°回転させます。また、

複数のアングルから撮影できるよ

うに高さ調節も行いながら撮影し

ます。

～その２：点検作業～

　撮影した画像データは、漏れが無

いか、ピンボケしていないかなどの

点検作業が必要です。この作業が不

十分だと、三次元データ化に必要な

情報が欠落したり、部分的にボケた

仕上がりになります。

～その３：データ作成～

　AGIsoft MetaShape と い う ソ

フトウェアを用いて、三次元データ

を以下の手順で作成しました。

【基本的な作成手順】

　①画像データの読み込み

　②写真のアライメント

　③高密度クラウド構築

　④メッシュ構築

　⑤テクスチャー構築

　▲基本的な撮影機材

　▲撮影状況（イメージ）

 今後の取り組み

　考古資料の三次元データ化は取り組み始めたばかりです。さらに

研究を深めながら、より良い活用の仕方を検討していきたいと考え

ています。

　▲データ化イメージ（上から下へ）




